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研究成果の概要（和文）： 
 シュタイナー教育を中心とした「人智学共同体」への参与観察を行うと同時に、日本におけ

る稽古の思想、とりわけ、世阿弥の稽古の思想に関する哲学的研究を行うことによって、現代

社会に対するオールタナティヴな運動としての「人智学共同体」の底流にある精神性・霊性・

宗教性について、考察を深めた。研究の成果は、稽古の思想研究が中心となった。  
 
研究成果の概要（英文）： 
 
 I made a clinical and philosophical consideration on “the anthroposophical community 
movement” through a participant observation into the Waldorf school and a philosophical 
investigation into the Japanese traditional thought; the Zeami’s teaching of exercise and 
expertise. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 本研究は、それ以前の科学研究補助金研究

課題「シュタイナー学校出身者への聞き取り

調査によるシュタイナー教育の教育人間学

的研究」で確認された課題を発展的に検討す

ることを目的として計画された。 

開始当初は、シュタイナー教育を中心にわ

が国でも様々な広がりを見せている「人智学
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共同体 anthroposophical community 」を

人間形成の視点から解明することを計画し

た。この共同体運動は、現代社会に対するオ

ールタナティヴの試みであると考えられる

が、その担い手たちが何を目指し、何を求め

ているのか。その際、とりわけ、世代継承と

いう視点、現代社会におけるスピリチュアリ

ティという視点に注目することを心がけた。 
 
２．研究の目的 
 
現代社会に対するオールタナティヴの試

みの一つである、この共同体運動は、いかな

る人たちによって担われているのか。その担

い手たちは何を期待しているのか。何を手掛

かりとし、何を求めているのか。聞き取り調

査を行う中で問題の焦点を突き止めること

を目的とした。 

ところが、研究の過程で、シュタイナー教

育と、日本の芸道思想との関係が問題になっ

てきたため、研究の焦点を修正し、「稽古」

の思想とシュタイナー教育との関連を検討

することになった。さらに、その課題の中か

ら、世阿弥の思想研究が必要不可欠な課題と

して浮上し、聞き取り調査と世阿弥の思想研

究とを同時並行して進めることとなった。 

当初の研究目的と、実質的な成果とが一見

すると乖離しているように見えるのは、以上

の理由によるが、両者が問題の本質において

深く結び付いていることは、以下の研究成果

が語る通りである。 

 
３．研究の方法 
 
（１）本研究以前の研究の中で関係を構築し

てきた研究協力者やシュタイナー学校の協

力を得て参与観察を継続し、その中で、例え

ば、子どもたち、保護者、教師、セラピスト

などから聞き取り調査を行った。実際に参与

観察を行うことができたのは、以下の場所で

ある。 
①京都の京田辺シュタイナー学校におい

て、11 年生クラスのエポック授業を担当し、

シュタイナー教育への参与観察を行った。 
②情報提供者である川手鷹彦氏の協力に

よる沖縄の治療教育研究所「うーじぬふぁ

ー」において子どもたちとその保護者たちへ

のインタビューを行った。 
③学校法人シュタイナー学園においては、

高等部（10－12 年生）クラスにおいて特別

講義を行い、議論を深めた。 
（２）そうした調査研究と並行する仕方で、

文献研究の手法による思想研究を続けた。思

想研究としては、世阿弥の稽古哲学を深める

中で、シュタイナーの教育思想を読み直す視

点を深めることとなった。 
（３）調査研究と思想研究との同時並行は、 
当初より予定していたことであったが、その

実質的な成果が、思想研究に重点を置くこと

になったのは、研究遂行の中で不可避的に生

じてきたことであった。 
 
４．研究成果 
 

研究の成果は、（１）参与観察の成果と、

（２）思想研究の成果と、（３）両者の関連

の成果という、三つの点において、示される。 

（１）まず、参与観察の成果である。 

①京田辺シュタイナー学校におけるエポ

ック授業は、午前中２００分間を三日間集中

的に行うもので、生徒たちと深く接する機会

となった。その中で、生徒たちの声を直接聞

くことができ、また、例えば楽器の演奏や、

演劇の稽古の場面など、「わざ」の習得場面

における小さな会話を収集することができ

たことは、その後の研究の視点にとって重要

な意味を持った。さらに、その中で、この教

育における「演劇活動」の重要性が浮かび上

がってきた点も重要である。それは単に演技



 

 

力を身につけるとか、「生きる力」を学ぶと

いう態度の問題ばかりではなく、むしろ、個

別の教科学習に対する「学習の動機づけ」と

しても、さらには、その学習成果の自己確認

の場としても、極めて重要である。しかしこ

の点に関する詳細な検討は今後の課題であ

る。 

②沖縄の治療教育研究所「うーじぬふぁ」

をはじめ、川手鷹彦氏の協力によって得るこ

とができた、多くの保護者達からの聞き取り

調査の機会もまた、貴重であった。その中で、

現代社会において主流となっている学校シ

ステムに対するオールタナティヴとして、一

方で、何らか身体的な「わざ」（実際に身に

つく技量）を求めつつ、同時に他方では、そ

れを通して精神性や芸術性を求め、さらには、

それらの全体性が、「人間性」という言葉に

よって語られ、期待されていることが明確に

なった。それは北海道「ひびきの村」に参加

する方々の参加動機にも見ることができ、そ

うした全体的な（ホリスティックな）人間性

を、子どもたちに提供するのみならず、大人

たちが、自ら習得（回復）する機会を求めて

いる。 

③また、シュタイナー教育に期待する親世

代の意識地平を理解するためには、人智学に

のみ焦点を当てていたのでは不十分である。

人智学を核としたその周辺を捉える視点が

重要になる。そのために「霊性・スピリチュ

アリティ」概念との関連が検討課題となり、

あるいは「精神世界」という言葉を視野に入

れる必要がある。その成果については、下記

「発表論文」のうち「ライフサイクルの二重

性」に関する論文（『死生学シリーズ』）と、

「スピリチュアル・ケア」をめぐる論文とが

それに当たる。 
④なお、以上の参与観察の中で、何度か、

観察者である私個人の「人智学共同体」との

出会いが問われることになったため、あらた

めて、その点を文章にしてまとめ、これまで

の参与観察に関しても部分的に報告した。下

記「発表論文」の「連載・巡礼としてのシュ

タイナー教育」がそれに当たる。 

 
（２）並行して行われた理論研究の成果は以

下の点である。 
①シュタイナー教育の根底にある思想的

構図を日本の言葉で解きほぐすためには、

「芸道思想」が手掛かりになる。この二つの

思想が思想的に同一であるという意味では

ない。むしろ、その「違い」を明確にする仕

方で、シュタイナー教育の独自性を際立たせ

る。 
②その際「わざ」の稽古が中心課題となる。

芸道思想における稽古をめぐる議論には、常

に、世阿弥の『伝書』が土台となっている。

そこで「世阿弥の稽古に関する思想を哲学的

に検討する」課題が必要になった。その成果

は、下記「発表論文」の数本の世阿弥に関す

る研究論文の後、『世阿弥の稽古哲学』とし

て上梓された。 
 

（３）調査研究と理論研究の関連について。 
「参与観察による聞き取り調査」と「文献研

究」を同時並行する手法は、以下の点におい

て、有効であったと判断される。聞き取り調

査は、「情報提供者」の都合に大きく左右さ

れ、当初の予定通りには進まないことが多い。

その場合、文献研究を並行させておくことに

よって、研究の空白期間を有効利用すること

ができる。のみならず、文献研究の中で、聞

き取り調査の課題が浮き彫りになってくる

こともしばしばであった。したがって、こう

した同時並行の工夫は、当初の予定通りに進

まなかった場合の対応策であると同時に、そ

れ以上に、その両者を往復することそれ自体



 

 

が、ひとつの大きな研究の手法として、意識

的に追究されるべき課題である。 
その意味において本研究は、「シュタイナ

ー教育への参与観察」と「世阿弥の稽古哲学」

という具体的な事例に則した、現場と理論を

往復する一つのケーススタディの意味を持

ったことになる。 
なお、こうした方法を継続する仕方で、２

２年度から５年間の科学研究費が交付され

ることになった。「オールタナティヴ教育に

おける「稽古」の思想と「宗教性・精神性」

の教育人間学的解明」（課題番号２２５３０

８１８）。 
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